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Synopsis
　　Pollen　quantlty，rate　of　stained　pollen，and　rate　of　germinated　pollen　in59fruiting　and
23flowering　Japanese　apricot（Pr脇μs〃協ητθSieb．et　Zucc，）cultivars　were　investigated　for
threeyears．
　　Pollen　quantity，rate　of　stained　pollen，and　rate　of　germinaもed　pollen　showed　great
differences　among　the　cultivars．The　cultivars　with　much　pollen　held　about60％in　fruiting
cultivars，and　the　ones　with　little　and　no　pollen　held　about70％in　flowering　cultivars．It　was
apparent　that　the　rate　of　cultivars　having　high　rate　of　stai耳ed　poll6n　and　germination　ability　of
pollen　was　high　in　the　cultivars　with　much　pollen　such　as‘Nankou7，‘Ryuukyou　koume’and
‘Oushuku’．On　the　other　hand，low　rate　of　stained　pollen　and　no　germination　ability　of　po1－
1en　was　high　in　the　cultivars　with　little　pollen　such　as‘Gojirou7，‘Gyokuei’εしnd‘Yaezaki
kankou’、Although　significant　correlation　coefficient　among　pollen　qua奪tity，rate　of　stained
pollen，and　rate　of　germinated　pollen　w＆s　obtained，14cultivars　having　stainability　showed
no　pollen　germination．1nstead　of　presence　of　pollen　and　stainability，the　rate　of　germinated
ones　was　indespensable　to　confirm　the　ability　of　male　reproduction　in　Japanese　apricot．
Key　words：P彫醐sη協肌θ，quantity　of　pollen，rate　of　germinated　pollen，rate　of　stained　pollen
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緒 目
　ウメ（P彫η麗耽ωm2Sieb，et　Zucc．）はわが国で古く
から栽培されてきた果樹であり，その長い栽培の歴史の
中で，その土地に適した優良品種が選抜されてきた．そ
してこれら選抜された品種が現在の主要品種の大部分
を占めるに至っている．近年の健康ブームによりウメの
消費が増大してきており，より豊産性で品質の優れた新
品種が求められているが，ウメの育種を効率的に行うた
めには各品種の特性を明らかにする必要がある，これま
で花粉の発芽能力，自家結実性，果実重，核重などの特
性については少数の品種を用いた報告はされているが，
強い品種の地域性の影響もあって，同一の栽培条件下の
多数のウメ品種にっいて調査した報告はほとんどない．
　ウメの栽培においては結実が不安定であることが大
きな問題となっている．結実を不安定にする主要な要因
として，開花期が早く低温などの気象条件の影響を受け
やすいこと，自家不結実性品種が多いこと，花粉が少な
かったり，全くない品種があること，不完全花の発生が
あることなどが挙げられる（長谷部，1980；前田・柴本，
1971；宮原，1984；谷口，1994）．ウメの花粉の稔性に関
しては結実性は農家収入を左右する大きな要因である
ため，これまでに多く報告がなされている（麓，1972；
川上・五十嵐，1943；松原ら，1938；村井ら，19961中
西・一井，1978a；大坪，1984；上野・松山，1969；渡
辺ら，1978）．しかしそのほとんどは供試品種数が20以
下と少なく，また調査項目も花粉の染色率か発芽率のい
ずれかに限られている．果樹研究所の保存品種について
も吉田・安野（1970）は実ウメ49品種，花ウメ21品種の
花粉の染色率にっいて報告しているが，量および発芽率
についてはデータが示されていない．
　そこで本研究では花粉に関する品種間差異をより詳
細に明らかにするために，果樹研究所で保存されている
実ウメ59品種，花ウメ23品種にっいて花粉の量，染色率
および発芽率を合わせて3年間調査し，いくつかの知見
を得たので報告する．
材料および方法
Table1・Pollen　quantity，ra㌻e　of　stained　pollen　an〔i　rate
　　　ofgerminated　pollen　in　fruiting　Japanese　apricot
　　　cultivars　（1998－2000），
Cultivars 　　　Rate　of　　　Rate　ofPollen　　　　stained　　　germinatedquantityP。11en（％）z　p。11en（％）z
　茨城県千代田町にある果樹研究所千代田圃場で保存さ
れている実ウメ59品種（T＆ble1），花ウメ23品種（Table
2）の計82品種の花粉の量，染色率および発芽率を調査
した．1998年，1999年および2000年の3年間にわたり開
花期に各品種から開花直前の風船状花を20花程度集め，
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77。5±　5。0
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15．7±　2．7
16．4±　4．4
32．4±13，8
36．1±　7，2
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9．6±3。0
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10，0±　9．7
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8。6±4，3
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7．9±1，8
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0
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0
4．7±2，4
0
2．4±2．5
6．3±4。5
0
0
0
0
1．6±2．3
0
0
0
0
0
0
zEachvaluesrepresentaverage±standarddeviati・n（n＝3），
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Table2。Pollen　quan七i七y，rate　of　stained　pollen　and　rate
　　　of　germinated　pollen　in　flowering　Japanese
　　　apricot　cu1七ivars　（1998－2000）．
Cultivars 　　　Rate　of　　　Rate　ofPollen　　　st田ned　　　germinatedqu飢ti yP。11en（％）z　p。11en（％）z
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zEachv飢uesrepresentaverage±standarddeviati・n（n鶉3）．
やくをピンセットで採取した．室温で開やくした花粉を
パラフィン紙で作った袋に入れ，シリカゲルと共に容器
に密封し，観察時まで約2週間から8週間，一4℃の冷
凍庫で保管した．
　花粉の染色率は花粉をスライドグラスに散布しアセト
カーミン染色した後，光学顕微鏡下で200粒以上観察し，
細胞質全体が染まった花粉の割合を求めた．花粉の発芽
率はショ糖10％を含む1％寒天培地上に花粉を散布し，
20℃のインキュベーター内に12時間以上放置後，光学顕
微鏡下で200粒以上観察し，花粉管が伸長している花粉
の割合から求めた．また花粉の量はパラフィン紙の袋に
木棒を入れて，一定の力で花粉を付着させ，培地上に散
布したときの量を観察した．判定は4段階に分け，培地
全体に広く散布されるものを多，わずかしか散布されな
いものを少，その中間を中，光学顕微鏡下でも花粉が観
察されないものを無とした．
結果および考察
　3年間にわたる実ウメ品種の花粉の量，染色率および
発芽率の調査結果をTable1に示した．花粉の量が多と
判定された品種は‘南高’，‘竜峡小梅’，‘鴬宿’などの
37品種で全体の約6割を占め，中が‘甲州最小’などの8
品種，少が‘古城’，‘玉英’などの13品種，無が‘白加
賀’の1品種であった．染色率は品種によって0％から
98．8％を示し，大きな品種間差異が認められた．3年間
の平均で80％以上を示した品種は‘南高’，‘竜峡小梅’，
‘鴬宿’などの35品種，50％以上80％未満が・小梅・，
‘甲州最小’などの10品種，20％以上50％未満が‘古城’，
‘豊後（久留米）’などの10品種，0．1％以上20％未満が
‘玉英’，‘豊後×甲州黄熟’の2品種，0％が‘白加賀’，
‘豊後（平塚）’の2品種であった．本研究では花粉を
シリカゲルと共に密封し，一4℃で約2週間から8週間
保存した後調査に用いたが，ウメの花粉の寿命は室内放
置で37日，乾燥条件で131日（岩波，1980），10℃以下，
湿度50％以下がその年の交配に耐えうる貯蔵方法（渡辺
ら，1978）と報告されていることから，本研究における
花粉の貯蔵条件および期間は発芽率に大きな影響を及
ぼさなかったと推察される．花粉の発芽率も品種によっ
て0％から49．2％を示し，品種間による差異が認められ
た．発芽率の3年間の平均で20％以上を示した品種が
‘南高’，‘鴬宿’，‘紅サシ’などの20品種，5％以上20
％未満が‘竜峡小梅’，‘甲州最小’などの22品種，0．1
％以上5％未満のものが‘小梅’，‘豊後（久留米）’な
どの4品種，0％が‘白加賀’，‘古城’，‘玉英’などの
13品種であった．
　3年間にわたる花ウメ品種の調査結果をTable2に示
した，花粉の量は多と判定された品種が　‘赤なにわ’，
‘寒紅梅’，‘冬至’の3品種，中が‘藤牡丹’などの4
品種，少が‘紅梅’，‘満月枝垂’などの14品種，無が
‘金筋梅’および‘巻立山’の2品種となり，少または
無と判定された品種が全体の約7割を占めた．花粉の染
色率は品種によって0％から90．2％を示し，大きな品種
間差異が認められた．3年間の平均で80％以上の染色率
を示した品種が‘赤なにわ’，‘寒紅梅’の2晶種，50％
以上80％未満が‘冬至’などの5品種，20％以上50％未
満が‘満月枝垂’などの5品種，0．1％以上20％未満が
‘鴬宿梅’などの4品種，0％が‘蝶花形’，‘道知辺’
などの7品種であった．花粉の発芽率は品種によって0
％～31．7％を示し，品種間差異が認められた．3年間の
平均で20％以上を示した品種が‘寒紅梅’，‘司絞’の2
品種，5％以上20％未満が‘赤なにわ’，‘冬至’などの
5品種，0．1％以上5％未満が‘玉牡丹’，‘満月枝垂’な
どの6品種，0％が‘茶寿｝，‘玉垣枝垂’などの10品種
であった．
　これらの結果から，実ウメおよび花ウメの花粉の量，
染色率および発芽率には品種間差異があることが明ら
かとなった．
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　花粉の量が多い品種の割合は花ウメよりも実ウメの
方が高い傾向を示した．現在，日本には実ウメは約100
品種，花ウメは約300品種存在すると言われていること
から（大坪，1992），今回は実ウメで約6割，花ウメで1
割弱について調査したことになる．実ウメと花ウメの比
較にはさらに多くの花ウメ品種の調査が必要である．し
かし，わが国におけるウメの用途は，古来観賞用として
の用途が大きかったとされ（吉田，1984），花ウメの中
から結実の良いものが実ウメとして選抜された品種も
多いと推定されることや，ウメの花粉の無い品種は多い
品種と比較するとミッバチの飛来が少なく，この飛来数
の多少が結実を左右する要因となっていること（中西・
一井，1978b）から，花粉の量の多少が実ウメの選抜に
影響した結果，花ウメよりも実ウメで花粉の量が多い品
種の割合が高い傾向を示したとも考えられる，
　実ウメおよび花ウメの花粉量（多を3，中を2，少を
1，無を0として数値化），染色率，発芽率の年次およ
び項目間の相関係数をTable3に示した．染色率の年次
間相関はr＝0．91～0．94と極めて高い正の相関を示し，
年次による変動が少なく安定した数値が得られた．花粉
の量の年次間相関はr＝0，83～0．91と染色率の年次間相
関には及ばないものの有意に高い値が得られた．花粉の
発芽率の年次間相関はr＝0．68～0・77と染色率および量
の年次間相関よりも低くはなったものの有意な値を示
した．各年の項目間の相関係数は花粉の量と染色率では
r＝0．83～0．89，花粉の量と発芽率ではr＝0．69～0．77，
染色率と発芽率ではr＝0，62～0．79といずれも有意な正
値を示した．
　全品種における3年間の平均値の相関係数は花粉の量
と染色率がr＝0．91（Fig．1），量と発芽率がr＝0．80
（Fig．2），染色率と発芽率がr＝o．80（Fig。3）といず
れも各年の値よりも高い値を示した．
　以上のように，染色率は年次変動が少なく安定した結
果が得られること，量，染色率および発芽率は互いに緊
密な相関関係を示すことが明らかとなった．
　本来，稔性とは生殖能力を示す語句であるので，花粉
稔性を正確に判定するには発芽率を調査する必要があ
る．しかし，発芽率より簡便である花粉の有無や染色率
に基づいて稔性を判定することが行われている．実際ウ
メにおいても村井ら（1996）および吉田・安野（1970）
はアセトカーミンを用いて，中西・一井（1978a）は0．5
％コットンブルー・グリセリンを用いて花粉を染色し，
染色された花粉の割合によって花粉稔性を判定してい
る．しかし，本調査では花粉を有し，染色性を示しても
発芽が全く認められないもの多数確認された（Table1，
2）．すなわち実ウメでは　‘曙’，‘藤枝単紅梅’，‘鈴木白’
，‘太平’，‘加賀地蔵’，‘西洋梅’，‘李梅’，‘小向’，‘古
城’，“玉英’および‘豊後×甲州黄熟’の11品種，花ウ
メでは‘八重咲寒紅7，‘茶寿’および‘玉垣枝垂’の3
品種が認められた，このことはウメにおいては外観的に
正常であるとみられる花粉でも発芽能力を全く持たな
い場合が広範に存在することが明らかになったことか
ら，ウメの花粉の稔性の判定は花粉の有無や染色率では
なく，花粉の発芽率が最も正確な判断基準であることが
判った．ただし，花粉の量および染色率が発芽率との間
で有意な相関を示したことは，これらが発芽能力を推定
する上では有効な指標になることを示すものである．す
なわち花粉の量が多と判定されればその品種は花粉の
Table3．Correlation　coefficients3mong　Pollen　（luantity，rate　of　staine（l　pollen　an（l　rate　of
　　　germinaむed　pollen　in　Japanese　apricot　cultivars（1998－2000）。
Quanti七y R＆te　of　staine（1 Ra七e　o£germinated
1998　　　　1999　　　　2000 1998　　　　　1999　　　　　2000 1998　　　　1999　　　　　2000
Quantity
1998
1999
2000
1　　0．830躰　0．849林
　　　1　　　　　0。907串＊
　　　　　　　1
0．834牌　　0．805緋　　　0。814淋　　　　　　0，692＊＊　　0．704榊
O．838林0，869＊ホ0．876纏　　0．550零＊0．770牌
0．834林0．854＊＊0．892紳　　0．572榊0．770粧
0。735＊＊
0．736淋
0．760宰＊
Rate　of　stained
1998
　1999
2000
1　　0．935紳0．914＊ホ　　0．622宰＊0．768料
　　　1　　0．939宰＊　　0．612躰0．794糧
　　　　　　　1　　　0．589＊＊0。776＊寧
0．751榊
0 750榊
0．756半＊
Rate　of　germinated
1998
　1999
2000
1　　　　　0，684纏
　　　1
0．726僻
0．774牌
1
料Significεlnむat　P結0．01．
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　　　Pollen　quantity　was　divi（le（1in　to4caもegories．
　　　In　detail，see　in　Materials　and　Methods．
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　　　神Significanむaもp＝0．01．
　60
⊆50
里
a40
富
ゲ030．E
ξ
畠20
も010
冨
に
　　0
　　　　　　●　　　　　●　の
　　　　　●．
　　　　　●●　●◎
　　　　　　o　o●　　　　　●●　　　　の　　ら　　　　・・ず　　　●　　　●　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　◎　　　　●
0 20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80
RateofstainedpoHen（％）
100
F g．3．Relationship　between　rate　of　stained　pollen
　　　and　rate　of　germinated　pollen　in　Japanese
　　　apriCOtCUltivarS．
　　　＊＊Significant　at　p＝0。01．
r＝0．804・ゆ
y＝10、4x－8．78
●
●
●
●
0　　0，5　　　1　　　1．5　　2 　2．5　　3
　　　　　　Po　U　en　quant　i　ty
Fig．2．Relation＄hip　between　pollen　quantity　and　rate　of
　　　germinated　pollen　in　Japanese　apricot　cultivars。
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発芽能力を有する可能性が高く，逆に量が少と判定され
れば発芽能力を持たない可能性が高いと推定される．
　ウメの花粉の発芽率が年次変動することは知られて
おり，環境条件，栄養条件などの影響が指摘されている
が（長谷部，1980；前田・柴本，1971；大坪，1984），
具体的な条件は明らかになっていない．本調査でも花粉
の量や染色率と比較すると年次変動が大きくなった．こ
のように発芽率の調査結果にっいて信頼性を高めるた
めには調査を複数年行うことが必要であると考えられ
る．ウメでは雌ずいが短くなったり欠失する不完全花の
発生が多く，その発生率は品種だけでなく，結果枝の種
類，開花期，栄養条件によって異なることが報告されて
いる（上林，1927；松原ら，1938）．雄ずいの形態変化
は発生が少ないとされている（渡辺ら，1975）が，この
ような環境条件や栄養条件がウメの花粉発育に及ぼす
影響については今後検討する必要がある．
　3年間にわたる本調査で花粉の発芽率が0％を示したが，
他の報告では発芽が認められている品種が‘白加賀’，
‘曙’，‘小向’など9品種認められた（Table4）．異な
る結果となった原因として同名品種で花粉特性の異な
る系統であった可能性が考えられる．本調査でも　‘豊後’
と　‘八房’は2系統を用いて検討したがその結果，‘八
房’にっいてはいずれも花粉染色率は90％以上で，発芽
能力を有するが，花粉の量は‘八房（秋田）’は多で
‘八房（島田）’は中となった．また‘豊後’にっいて
は‘豊後（久留米）’の花粉量は中，染色率は45％で発
芽がやや認められたのに対して‘豊後（平塚）’は花粉
量は少なく，染色率および発芽率とも0％となった．こ
のように同名品種でも異なる系統の場合，異なる花粉特
性を示した。‘白加賀’は雄性不稔の代表的な品種に挙
げられ，本調査でも花粉は認められなかった（Table1）．
同様に渡辺ら（1978）は花粉の量は微から無で発芽率0
％と，村井ら（1996）は花粉の量が無と，中西・一井
（1978a）は染色率0％と報告しており，今回の結果とほ
ぼ一致している．これに対して川上・五十嵐（1943），
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Table4．Comparison　of　rate　of　germinated　pollen，
Cultivars This
pape「
Fumoto
（1972）
Kawakami。Igarashi
　（1943）
Matubara
et　al
　（1938）
Ueno・Matsuyama
　（1969）
Watanabe
et　 1
　（1978）
Akebono
Gojirou
Gyokuei
Komukai
Seiyoubai
Shirokaga
Sumomoume
Suzukishiro
Taihei
12．0
24．1
32．1
36．0
13．5
6。0
45．8
7．3
46．3
4，3
90．6
2。8
2，8
2，8
2．1
0
21．4
21．4
63．8
松原ら（1938），上野・松山（1969）は　‘白加賀’の発
芽率をそれぞれ6．0％，46．3％，90。6％としており，大き
く異なる．‘白加賀’には異なる系統の存在が指摘され
ており（長谷部，1980；前田・柴本，1971），‘白加賀’
で発芽率があったとする報告は本調査と異なる系統を
用いた可能性が高い．このように，ウメにおいては同名
品種でも異なる花粉特性を有する系統が存在する場合
があるので，花粉特性を調査する場合，その系統の由来
に注意する必要がある、
　ウメの栽培において受粉樹を選定する場合，花粉の量
が多く，発芽率が高く，交雑和合性である品種を選ぶこ
とが重要である．特に主たる栽培品種が‘白加賀’，‘古
城’，‘玉英’などの花粉発芽能力を持たない品種の場
合，受粉樹が自家不結実性であるとその受粉樹が結実し
ないので，自家結実性の受粉樹を選ぶか，もう1品種受
粉樹を導入する必要がある．
　ウメと同じP剛η粥属であるモモやアンズの雄性不稔
性は単一の劣性遺伝子で遺伝されることが知られてい
る　（Burgos　and　Ledbetter，19941Hesse，1975）．　しか
し，ウメ　‘白加賀’の雄性不稔の遺伝はモモやアンズと
は異なり，細胞質が関与している可能性がある（八重垣
ら，1997）．今後，ウメの雄性不稔の遺伝様式をさらに
明らかにすることによって，花粉の生殖能力を有する新
品種の育成の効率化が図られると考えられる．
摘 要
　果樹研究所で保存している実ウメ59品種，花ウメ23品
種にっいて花粉の量，染色率および発芽率にっいて3年
間にわたり調査した．
　その結果，花粉の量，染色率および発芽率のいずれも
大きな品種間差異が認められた．実ウメでは花粉量が多
の品種が約6割を，花ウメでは花粉量が少か無の品種が
約7割を占めた．‘南高’，‘竜峡小梅’，‘鴬宿’などの
花粉量が多い品種では，染色率が高く，発芽能力がある
品種の割合が高く，反対に‘古城’，‘玉英’，‘八重咲寒
紅’など花粉量が少ない品種では染色率が低く，発芽能
力がない品種の割合が高くなった．花粉の量，染色率お
よび発芽率は相互に高い相関を示した．しかし，花粉が
あって染色性を示しても発芽が全く認められない品種
が14品種存在した．このことからウメの雄性の生殖能力
を判定するには花粉の量や染色率の調査ではなく，発芽
率の調査が不可欠と考えられる，
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